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共
同
研
究

l
大
内
力
民
「
温
小
農
制
度
と
日
本
費
本
主
義
」
|

共

研

旬h

7u 

同

~~-

!
大
内
力
氏
「
過
小
農
制
度
と
日
本
安
本
章
構
」

l

紹
劉
主
義
を
テ
ー
マ
・
と
す
る
共
同
研
究
の
最
後
に
、
日
本
週
小
農
制
の

問
題
を
取
上
げ
た
と
い
う
と
唱
と
は
い
さ
h
か
寄
異
に
感

f
bれ
る
か
も
知

れ
な
加
。
ま
た
大
内
氏
自
身
目
立
場
か

b
r
u
て
屯
、
氏
の
論
文
が
と
う
い

う
角
度
か
ち
問
題
に
さ
れ
る
主
い
う
こ
と
は
恐
ら

f
本
意
で
は
あ
る
ま

い
。
併

L
い
ま
宮
で
の
研
究
艇
遇
か

ι見
て
、
絶
劃
主
義
的
物
的
基
礎
陀

闘
す
る
間
関
・
と
し
て
一
園
田
農
業
生
産
申
構
造
は
賞
品
考
慮
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
し
、
吾
々
も
時
日
本
到
の
締
罰
主
昔
日
物
的
基
礎
自
問
題
と
し
て

也
小
農
制
を
考
え
て
見
た
い
ー
と
恩
ろ
の
で
あ
る
・
た
川
区
し
と
う
い
っ
問
題

の
と
ら
え
か
た
そ
の
も
申
が
、
絡
調
主
義
正
遁
小
農
制
と
四
つ
な
が
習
を

恐
ら

4
意
識
的
に
無
視
さ
れ
る
大
内
氏
自
前
支
に
劃
し
て
、
批
判
的
立
場

を
最
相
h

b
且
つ
雪
り
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
山
も
知
れ
な
い
@

ぞ
と
で
わ
れ

l
、
、
は
一
腰
掘
調
主
義
の
問
題
か
ち
離
れ
て
、
大
内
氏
自

論
文
自
身
医
づ
い
て
考
接
を
進
め
た
い
。
乙
れ
は
約
五
十
買
に
及
五
大
論

丈
で
あ
る
。
そ
し
て
過
小
麗
制
民
闘
す
る
問
題
を
一
定
の
角
度
か
ら
綿
f

b
え
的
陀
室
、
と
め
あ
げ
て
い
る
。
描
め
て
手
際
よ
〈
整
理
さ
れ
た
稿
文
だ

け
に
、
そ
乙
に
は
又
あ
る
伺
向
を
も
っ
た
い
わ
ゆ
る
寸
弊
農
ぽ
的
」
な

問
題
島
理
京
法
の
見
本
が
は
っ
き
り
一
市
さ
札
て
い
る
。
(
以
下
山
岡
君
町

要
約
K
従
b
v

第
六
十
一
審

第

競

五

一
一
六

大
内
氏
の
論
文
は
事
寅
、
事
訴
、
分
析
白
一
ユ
部
よ
り
成
る
。
宜
ず
「
事

責
」
に
於
て
は
、
民
本
農
業
円
将
質
E
L
と
過
小
屋
制
的
事
責
に
閣
L
、

農
村
階
級
構
成
比
寧
を
統
計
翼
料
陀
照
L
て
検
討
し
、
静
接
的
に
も
動
態

的
障
も
、
日
零
封
著
し
い
誼
小
農
の
園
で
あ
る
と
と
を
明
か
に
L
、
女
に

か
よ
う
な
田
本
農
業
白
帥
%
以
上
を

L
b
る
過
小
農
町
制
済
力
が
ど
の
よ

ろ
な
込
町
で
あ
る
か
を
、
軸
相
手
直
前
の
昭
和
+
二
年
の
[
農
家
艇
済
調
査
」

陪
つ
い
て
見
b
れ
る
@
と
れ

b
の
検
討
の
物
語
る
と
乙
る
は
、
マ
ル
ク
ス

U
F

パ
ル
ツ
エ
レ
シ
・
ア
イ
ザ
ン
ト
ウ
ム
の
問
題
K
L
て
描
き
出
L
た
事
賞

。
再
確
認
で
あ
る
と

1
て
、
後
に
展
開
さ
れ
る
積
極
的
占
主
張
円
前
お
主
主

せ
ち
れ
て
い
る
@

4
R
K
「
串
設
」
に
於
て
は
、
何
故
に
目
#
K
は
と
?
よ
う
な
過
小
農
制

札
成
立
し
た
か
に
闘
す
る
従
離
の
皐
設
の
解
明
&
批
判
と
に
基
き
、
官
設

を
展
開
L
ワ
h
第
三
四
分
析
医
於
け
る
積
極
的
主
張
白
基
礎
ず
け
を
試
品

ら
れ
る
。
室
ず
「
人
口
座
遁
」
前
回
代
表
的
な
も
m
k
し
て
束
畑
博
士
白

皐
設
が
主
訓
り
あ
げ

b
れ
、
過
小
農
制
を
翠
純
に
人
口
調
剰
に
基
〈
も
の
唱
と

す
る
こ
の
見
解
の
枇
隔
を
指
摘
さ
れ
、
か
お
る
誌
に
劃
し
て
「
過
剰
入
口
も

は
、
土
地
珊
占
、
費
本
投
下
不
足
、
貧
困
白
結
果
で
あ
ワ
て
設
で
は
な
い
」

と
い
う
近
藤
博
士
の
主
張
の
正
し
さ
を
一
鹿
認
め
、
更
に
謹
ん
で
こ
町
主

張
の
詳
細
な
泡
究
に
入
る
@
近
藤
博
士
の
揚
骨
、
重
要
な
問
題
は
資
本
回

世
乏
で
あ
っ
た
.
斐
本
さ
え
農
業
恒
充
分
に
投
下
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
農

業
白
高
度
化
」
位
賞
現
し
、
過
小
農
制
は
解
消
す
る
。
そ
れ
で
は
農
業
部

面
へ
の
費
本
設
下
を
さ
ま
た
乍
て

U
る
も
白
位
向
島
、
そ
れ
同
博
士
に
よ

" 



れ
ぽ
「
辛
封
建
的
」
な
土
地
所
有
関
係
で
あ
る
.

ζ

h

但
日
本
農
業
の
一
一

つ
の
特
質
た
る
週
小
農
制
と
「
宇
封
建
的
」
な
小
作
関
係
と
は
持
し
て
別

々
町
布
在
で
な
い
ζ
・
と
が
関
か
に
宿
る
.

そ
と
で
繭
監
は
「
牟
封
建
的
」
/
小
作
関
係
同
移
る
.
「
帯
封
建
的
」
小
作

閥
保
陀
於
て
何
主

P
屯
問
題
忙
な
る
の
は
、
「
利
潤
白
成
立
を
許
き
向

調
曲
第
働
岨
牧
町
地
代
箱
噂
」
で
あ
る
.
与
の
主
う
に
高
串
の
ぷ
小
作
料

i

而
も
物
納
小
作
料
ー
を
成
立
を

L
め
る
も
の
は
二
世
間
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
近
藤
博
士
同
よ
れ
ぽ
、
地
主
申
惇
統
的
勢
力
、
従
っ
て
又
い
わ
ゆ
る

「
極
湾
外
的
強
制
」
で
あ
る
q
ζ
λ

で
大
内
氏
H
F堤
藤
博
士
円
み
た
ち
ず
、

野
田
十
山
田
氏
の
系
列
町
主
張
な
る
「
解
済
外
的
強
制
」
な
る
概
念
に
た
A

か
い
を
挑
ま
れ
る
8

マ
ル
ク
ス
に
よ
紅
問
、
「
融
持
外
的
強
制
?
と
は
人
時

的
隷
従
間
帯
、
人
格
的
非
自
由
を
意
味
L
、
野
田
氏
宇
山
田
氏
に
上
っ
て

宇
封
建
的
成
は
会
〈
の
封
建
的
内
容
を
典
え

b
れ
て
い
る
が
、
大
内
氏
に

上
れ
ぽ
、
明
治
初
年
以
燕
費
牢
主
語
融
合
。
一
角
に
あ
る
農
村
陀
は
、
疎

陀
地
主
1
ζ

小
作
人
主
の
聞
に
は
か
お
る
踊
係
は
存
L
な
い
。
現
在
農
村
に

見
ち
れ
る
「
封
建
的
」
誼
制
宇
慣
行
は
高
車
小
作
料
白
輯
呆
で
あ
っ
て
、
原

町
で
は
な
い
e
高
車
小
作
料
町
民
の
原
因
は
池
小
鹿
制
「
そ
れ
同
大
判
民

同
よ
れ
ば
決
L
て
封
建
的
な
も
の
で
は
な
い
!
で
あ
り
、
高
串
小
作
料
白

牧
草
を
可
離
な
ち
し
め
高
低
賃
金
で
あ
っ
て
、
か
L
A

る
誼
小
農
制
や
低
負

担
は
田
本
資
本
主
義
白
金
構
構
の
内
で
維
持
さ
れ
て
車
た
a

そ
れ
故
に
、

1
1
c
大
内
氏
は
一
司
ふ

1
問
題
は
早
陀
農
業
部
門
で
は
な
〈
ア
一
、
日
本
資
本

主
義
の
楓
過
程
的
う
ち
に
求
め

b
れ
ね
日
t
p
D
な
い
。

共
同
研
究
!
大
内
力
民
「
過
小
農
制
度
k
日
本
資
本
主
義
」

i

そ
と
で
第
三
円
「
分
祈
」
に
於
て
は
糖
安
本
町
運
動
前
日
本
農
業
と
の
闘

聯
に
於
て
貯
の
よ
う
な
過
程
を
辿
ヲ
て
串
た
品
が
究
明
さ
札
る
。
乙
の
場

合
総
行
程
の
諾
快
件
、
つ
ま
り
貨
幣
資
本
、
捗
働
力
、
生
産
手
段
、
市
場
年

陀
つ
い
て
分
析
が
行
は
れ
て
い
る
@
第
一
に
貸
借
資
本
の
創
出
、
最
初
に

は
本
源
的
蓄
積
の
問
題
、
と
し
て
の
地
組
、
そ
の
後
は
一
般
に
財
政
金
融
機

構
を
遁

t
t、
貨
幣
資
本
田
農
村
よ
り
工
業
方
面
へ
割
員
さ
れ
た
a

と
り

際
農
村
の
過
小
屋
制
が
農
業
に
於
け
る
安
本
の
有
致
需
要
を
小
さ
〈
L
、

工
業
へ
の
勤
員
の
可
能
性
を
作

p
出
し
た
と
と
が
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い

る
。
第
二
に
第
働
力
目
創
出
、
資
本
主
義
は
そ
の
存
立
保
件
と
L
て
、
農

民
申
土
地
岳
ち
の
解
放
、
そ
丹
プ
ロ
レ

9
9
ア
化
を
必
要
と
す
る
が
、
日

本
で
も
か
お
る
遁
程
悶
進
行
し
た
に
拘

ιず
、
都
市
産
業
資
本
来
熟
の
た

め
温
剰
人
骨
は
常
陀
屋
村
民
堆
積
せ

b
れ
た
。
か
A

る
事
費
炉
、
一
方
で

過
小
農
制
度
を
一
般
化
し
、
他
方
で
低
賃
銀
k
高
寧
小
作
料
E
普
及
せ
し

め
る
原
因
と
な
っ
た
@
第
三
に
生
産
手
段
と
し
て
は
エ
業
原
料
圭

L
て
の

繭
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
自
家
勢
力
の
崎
町
質
、
即
ち
生
産
費
を
常
に
割
る
偶

い
繭
債
格
が
資
本
町
大
き
な
艦

πで
あ
っ
tr
と
左
前
指
摘
さ
れ
る
@
最
後

に
布
場
内
存
在
、
遇
小
農
制
の
成
立
申
た
め
狭
狭
化
し
た
圏
内
市
場
、

ζ

れ
が
日
本
資
本
町
封
外
謹
出
を
強
制
す
る
原
因
と
な
っ
た
。
と
白
劃
外
選

出
を
バ
ッ
タ
ず
る
も

P
ー
と
し
て
、
農
村
賞
金
の
動
員

K
-よ
る
補
助
金
交
付

開
椀
障
壁
に
よ
る
圏
内
摘
占
、
と
の
調
占
利
潤
に
よ
る

r
yピ
ン
グ
、
院

料
生
産
物
債
格
の
切
下
に
よ
る
劃
列
ダ
ン
ピ
ン

F
、
抱
小
農
を
基
盤
・
と
す

る
努
力
利
用
陀
ヱ
る
極
端
医
保
脅
野
賃
貸
現
、
と
の
侭
賃
餌
に
基
〈
リ
ノ
1

静
六
十
一
巻

七

第

鏡

z 



共
同
研
究

l
大
内
力
氏
「
泡
小
農
制
度
と
日
本
資
本
主
義
」

l

ν
ア
ル

-
r
y
r
y
r瞳
が
あ
げ
ら
れ
る
@
以
'
去
り
よ
う
な
分
析
町
徒
に

大
内
民
は
「
過
小
農
制
は
田
本
町
棉
資
本
自
撹
大
再
生
産
の
過
程
に
於
て
、

そ
円
安
本
田
要
求
陀
慮
ピ
て
作
り
出
さ
れ
.
か
つ
維
持
さ
れ
た
」
も
の
で

あ
る
乙
左
更
に
「
過
小
農
制
を
作
旬
同
L
維
持
ず
る
も
の
が
草
な
る
人
口

過
剰
一
般
市
U

は
な

f
L
て
、
費
本
町
再
生
産
の
峠
件
主

L
て
存
在
す
る
庫

曹
環
備
軍
的
な
過
剰
人
口
で
あ
る
」
己
主
、
且
つ
又
「
過
小
農
制
を
作
り

出
す
も
の
が
土
地
所
有
の
力
(
経
済
片
的
強
制
〉
に
も
を
ず
〈
高
体
地
代
で

は
苛
〈
、
ー
斐
本
の
再
生
産
の
保
件
と
ヒ
て
典
え
ら
札
も
に
低
賃
担
」
で
あ
る

と
唱
と
を
再
開
確
認
し
て
輔
+
止
を
結
ぼ
れ
る
@
吾
々
も
亦
大
内
氏
の
か
-
A

る

主
張
を
確
認
し
つ
品
、
わ
れ

I
1
の
批
判
に
入
る
@

大
内
氏
は
過
小
農
制
の
存
立
根
披
白
「
農
村
部
内
」
で
は
な
〈
、
日
本
資

本
、
豆
諸
の
全
機
構
の
中
に
或
は
そ
の
締
過
程
の
申
に
探
L
求
め
よ
ち
と
を

ち
れ
る
.
と
れ
ば
吾
苧
も
同
感
で
あ
る
。
併
し
日
本
資
本
宇
一
議
四
機
構
と

い
う
場
合
は
世
恭
そ
の
中
阻
庚
載
の
政
情
尚
暗
闇
保
も
合
め
ら
れ
ね
ぽ
な

ら
ず
、
そ
し
て
と
ニ
仏
紹
封
主
義
の
重
荷
を
せ
担
っ
た
田
本
資
本
主
義
の

委
が
あ

b
わ
に
な
っ
て
木
る
舎
で
あ
る
.
ー
と
と
る
が
大
内
民
問
問
題
解
決

の
鍵
E
求
め
て
い
る
「
農
村
町
外
部
」
陀
は
、
工
業
部
門
や
市
場
年
が
あ
る

に
過
菅
ず
、
白
木
費
本
主
義
の
機
構
正
位
工
業
や
市
場
等
、
と
農
村
之
の
問

の
紹
済
的
閣
僚
を
い
ろ
b
L
い
の
で
あ
る
@
併
し
わ
れ

F
¥
位
紹
封
主
義

の
媒
介
在
九
E

然
無
洞
L
て
、
と
の
一
剛
者
の
閑
の
関
係
を
考
察
す
る
と
と
は
，

出
痛
な
い
左
恩
ふ
の
で
あ
る
.
現
に
大
内
氏
師
、
「
骨
折
」
の
申
で
遮
ベ
之

い
る
‘
農
村
安
全
町
工
業
部
門
へ
の
動
員
、
と
れ
は
財
政
金
融
機
構
を
媒

第
六
十
一
審

一戸、

第
ニ
腕
、

宝E
囚

介
正
す
る
屯
白
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
賞
品
酔
絶
艶
主
義
由
権
力
機
構
ξ
植
力

意
志
'
と
が
柏
び
つ
い
て
い
な
け
れ
げ
な

b
な
い
白
ま
た
農
村
の
低
賞
品
と

借
倒
椅
正
を
足
場
主
す
る
賓
本
町
海
外
謹
出
、
そ
の
背
後
に
は
雷
鼎
絶
封

主
義
の
支
持
田
あ
っ
た
と
見
な
け
か
ぽ
な
ら
な
い
。
な
る
閏

E
海
丹
謹
向

従
っ
て
ま
た
低
賃
親
中
日
い
て
は
ぞ
の
茅
誕
主
な
る
過
小
農
制
の
椎
持
創

出
は
‘
大
内
氏
自
い
う
調
り
「
資
本
の
』
要
求
」
に
泊
P
J
L
の
で
あ
っ
た
に
撞
・

い
な
い
s

併
し
そ
の
費
本
は
紹
野
主
義
的
権
力
に
依
存
し
桔
世
ワ
か
古
る

を
得
な
い
費
本
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
に
於
て
担
小
農
制
の
維
持
創

出
陣
、
日
本
の
紹
謝
主
義
を
と
明
言
〈
軍
閥
、
官
僚
、
地
主
華
々
の
「
要

求
」
で
も
あ
っ
た
り
だ
u

担
よ
そ
こ
う
い
う
日
ヰ
資
本
主
義
批
官
白
生
き

た
聯
闘
を
切
断
さ
れ
る
と
こ
る
に
、
大
内
氏
の
「
偶
済
外
的
強
制
」
E
否
定

す
る
形
式
論
理
出
成
立
す
る
k
一
司
へ
ょ
う
a

日
産
資
本
主
義
の
基
盤
が
農
村
に
あ
る
と
い
う
意
院
で
、
ま
た
紹
封
主

藤
の
力
強
き
支
柱
も
其
庭
医
見
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
・
と
い
う
と
と
は

「
抑
済
汁
的
強
制
」
の
問
題
は
特
医
長
付
、
具
組
問
に
は
土
地
所
有
に
か
h

わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
内
氏
昭
一
耳
は
れ
る
よ
う
な
「
農
村
部
内
」

の
問
題
で
障
な
い

E
h
rヲ
乙
と
で
あ
る
。
併

L
「
料
簡
升
的
強
制
し
は
何
よ

り
も
ま
ず
地
主
野
小
作
人
の
関
係
に
つ
引
て
い
わ
れ
る
こ
と
で
晶
る
か

b

わ
れ
/
¥
も
と
ふ
に
ま
ず
輸
駄
を
お
か
r
b
ば
官

b
自
白
大
内
氏
の
論
文
で

位
、
全
盛
と
じ
て
過
小
民
的
土
地
利
用
に
基
貼
が
お
か
れ
、
土
地
所
有
と

土
地
利
用
之
の
宮
本
的
封
立
関
係
は
斐
本
と
過
小
農
邑
の
劃
立
関
係
に
す

り
伽
え

bJれ
て
い
る
e

氏
が
た
ま

y
¥地
主
劃
小
作
λ
E
闘
揖
刊
を
持
同
さ



れ
る
D
は、
J

ぞ
の
聞
の
耀
湾
外
的
調
制
を
絶
つ

τ
又
封
建
的
関
係
を
否
定

す
る
様
で
あ
る
。
と
九
に
も
一
づ
の
偏
向
田
見
ら
和
る
封
、
わ
れ

f
¥は

ζ

の
勤
を
と
れ
以
上
遁
求
し
な
い
.
そ
れ
よ
り
も
問
題
は
、
大
内
氏
が
「
担

湾
外
的
強
制
」
の
概
念
を
マ
ル
ク
ス
出
野
働
地
代
に
つ
い
て
遁
ベ
た
茜
記

憶
格
な
意
味
陀
、
即
ち
で
人
格
的
隷
健
闘
係
、
人
格
的
非
自
由
、
農
民
町

土
地
へ
の
繋
縛
移
轄
の
自
由
の
制
限
」
撃
に
限
定
し
て
い
る
と
止
で
あ
る

そ
う
い
う
凪
陀
限
定
す
れ
ぽ
、
あ
る
い
は
明
治
初
年
以
車
の
日
本
の
農
村

で
は
腕
湾
外
的
担
制
左
い
う
も
白
は
金
〈
見
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
か
私

知
れ
な
い
。
併
し
と
の
概
念
は
そ
ろ
い
う
帽
の
せ
ま
い
も
の
で
あ
る
う
か

と
の
駄
に
つ
い
て
山
阿
君
の
意
見
仕
次
の
よ
う
で
あ
る
。

1

マ
ル
ク
ス
の
寝
静
外
的
関
制
の
解
穂
の
問
題
で
あ
る
が
『
謂
ふ
所
の
非

自
由
主
同
上
位
格
佼
野
働
を
伴
ろ
庫
版
制
か
島
、
下
位
早
奄
る
買
柄
義
務

陀
至
る
起
を
A
官
h
F
得
る
』
な
る
育
葉
、
或
拡
大
丹
氏
自
引
用
箇
所
(
『
か
お

る
賭
総
枠
の
下
陀
彼
等
(
濁
立
小
農
民
)
を

t
て
名
目
上
円
地
主
の
た
め
剰

陣
第
倒
を
町
さ
し
め
る
た
め
に
は
、
如
何
な
る
惑
の
も
の
に
せ
主
紹
海
外

的
関
制
民
主
る
他
位
な
い
。
と
の
点
で
そ
れ
は
奴
隷
縄
海
又
は
植
民
経
済

1c
異
る
の
で
あ
っ
て
、
後
者
の
場
告
に
は
奴
誌
は
他
人
の
所
有
す
る
生
産

保
件
を
も
っ
て
勢
働
ず
る
の
で
あ
っ
て
狗
立
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
.

そ
れ
故
人
捕
的
隷
従
閣
保
出
、
程
度
の
如
何
を
問
は
ず
人
婿
的
の
非
自
由

討
農
尽
を
附
風
物
・
と
し
て
土
地
に
繋
縛
す
る
ζ

と
が
、
す
な
は
ち
散
密
な

意
味
で
の
諌
属
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
』
(
実
本
論
‘
邦
曹
、
第
三
春
、
下

-一一三

O
買
H
O
ナ
「
次
に
『
土
地
所
有
者
た
る
と
同
時
陪
主
植
者
止
し
て

品
世
間
併
究
!
大
内
刀
民
「
過
小
島
制
度
k
日
本
質
牢
判
義
」
J
t

直
接
農
民
に
封
立
す
る
も
白
が
、
砦
L
私
的
地
主
で
は
な
〈
て
、
ア
ジ
ア

に
見
ら
れ
る
如
〈
闘
家
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

ζ

町
場
骨
に
は
地
代
ー
と
租
混

と
が
一
つ
の
も

m
E
な
っ
て
鼎
る
。
か
よ
う
な
事
情
の
下
に
お
い
℃

は
隷
従
関
係
な
る
も
の
は
、
政
抽
上
に
も
紹
済
ょ
に
も
、
と
の
国
家
へ
の

一
切
町
匡
属
関
係
に
相
共
趨
ず
る
左
と
ろ
よ

P
も
苛
酷
な
暗
躍
を
と
る
に

仕

及

ぼ

古

』

左

越

す

箇

ま

ι見
て
も
非
自
由
か
る
言
葉
は
か
な
り

虞

ν
解
糟
が
許
さ
れ
る
四
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
格
的
非
自
由
ー
と
い
っ

c

も
、
農
民
の
土
地
へ
の
畢
縛
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
種
々
な
る
段
階
が

害
す
る
も
の
正
考
え
て
は
在
ら
た
い
か
。
明
治
初
年
世
律
仕
エ
ワ
て
移
輔

の
自
由
、
職
業
の
自
由
‘
土
地
質
買
の
自
由
は
認
め

b
れ
位
し
た
け
れ
ど

也
、
と
の
控
律
百
低
い
居
町
農
民
の
ナ
h
p

ん
、
、
，
陀
ま
で
、
言
葉
語
り
の
賃

設
を
も
た
ら
ず
に
は
、
な
お
相
官
の
長
年
月
を
喪
ナ
智
で
あ
ん
う
と
主
は

ド
イ
ツ
に
於
け
る
農
民
解
放
令
町
例
か
品
も
知
ら
れ
る
と
ζ

ろ
で
串
る
。
」

さ
て
地
主
と
小
作
人
工
乙
町
聞
に
見
ら
れ
る
以
上
の
や
う
な
出
壁
画
。
支
配

隷
従
の
閥
保
却
ち
経
済
沖
的
強
制
忙
、
更
に
来
明
治
以
後
の
日
本
で
は
紹

針
主
義
町
側
か
ち
宮
町
る
「
紅
碑
外
的
強
制
」
が
離
れ
雄
〈
か

b
h
つ
い
て

い
る
川
な
る
ほ

E
一
般
に
近
代
困
家
に
於
て
は
政
府
と
臣
民
の
公
法
的
関

係
、
と
地
主
主
小
作
人
目
私
法
的
闘
部
と
は
一
鹿
匝
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

よ
う
ピ
、
租
税
・
と
地
代
、
地
租
'PT小
作
料
と
は
周
珂
る
範
鴫
司
止
と
し
て
直
別
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
.
併
し
封
建
的
支
配
を
多
分
に
そ
の
中
に
織
込
ん
で
い

る
わ
出
担
割
主
義
岡
家
町
現
貸
は
い
わ
ゆ
る
「
法
治
闘
家
白
理
念
」
に
よ

っ
て
割
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
明
治
政
府
の
下
で
は
「
総
牧
穫
商
の
三

与一一一一一一一一

第
六
十
一
巻
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共
同
研
究

l
央
内
芳
氏
「
温
小
農
制
度
と
日
本
費
本
車
輪
輯
」
七

四
%
を
徴
収
す
る
地
判
明
」
と
「
鳩
牧
穫
高
申
六
八
%
を
徴
収
す
る
地
代
」

・
と
は
相
互
規
定
的
関
係
忙
あ

p
、
後
者
は
直
接
前
者
の
物
的
基
礎
を
な
し

て
い
た
a

ぞ
れ
故
に
栢
劃
主
義
園
家
旧
公
樺
力
に
ま
っ
て
地
主
の
小
作
料

領
収
椴
従
っ
て
え
土
地
所
有
権
は
保
護
さ
れ
支
持
さ
れ
た
町
で
あ
り
、
警

察
力
に
よ
っ
て
農
民
運
動
問
調
医
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
明
話
相
年

以
来
、
官
治
行
政
の
槽
樽
が
地
方
の
封
建
的
支
問
機
構
正
念
濯
に
結
び
つ

い
て
ゆ
〈
週
程
、
封
建
的
勢
力
部
会
植
力
化
さ
れ
る
廼
程
を
輯
観
し
て
は

な
b
t
い
a

結
局
栢
賢
主
義
円
下
で
は
、
農
民
の
地
主
的
支
配
主
曹
の
解

放
は
名
目
的
な
も
の
に
止
宜
り
、
寓
串
小
作
料
の
重
荷
は
解
消
し
な
か
っ

た
の
で
畠
時
5
0
.

わ
れ

7
¥
は
と
の
主
張
を
「
廼
小
屋
制
は
日
牢
費
本
主
義

昭
楓
遇
程
白
中
陀
維
持

g
h
た
」
ー
と
い
う
大
内
民
の
主
張
附
謝
脅
か
え
た

い
芝
居
ろ
.

わ
れ

f
¥は
女
巨
大
内
氏
の
論
文
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
非
匪
車
問
な

見
解
を
揖
摘
し
て
事
た
い
。
大
内
氏
も
わ
が
園
町
農
村
が
完
全
に
「
封
建

的
色
彩
」
号
神
拭
し
て
い
な
い
と
と
、
其
庭
に
椅
々
の
非
資
本
主
義
的
、

な
い
し
「
串
封
建
的
」
慣
行
が
存
在
し
て
い
る
と
・
と
を
調
め
ら
れ
る
。
み

と
ろ
耐
と
れ
島
の
封
建
的
「
色
彩
」
中
「
慣
行
」
は
、
大
内
氏
に
よ
れ
ほ

封
建
一
位
脅
か
ら
現
代
に
ま
で
持
機
L
て
衆
た
も
の
で
は
な
い
。
日
本
の
農

民
は
明
拍
初
年
に
於
て
人
格
の
自
由
を
奥
へ
ち
れ
、
封
建
的
耕
輔
悦
の
関
係

か
ち
解
放
き
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
故
に
「
封
建
的
な
も
D
」
が

存
在
し
て
い
る
目
だ
る
う
か
。
そ
れ
は
大
内
氏
に
ま
れ
ほ
と
う
で
あ
る
.

一
先
ん
土
地

b
b解
放
さ
れ
も
作
農
民
声
、
産
業
資
本
の
未
成
熟
申
故
に
完

第
六
十
一
巻
『

第

擁

豆
大

一ニ
O

圭
に
プ
ロ

ν
タ

9
ア
化
せ
ず
し
て
、
過
小
農
k
し
て
農
村
に
堆
積
し
、
土

地
を
求
b
て
小
作
料
を
せ
り
あ
げ
、
自
己
申
生
活
水
準
を
低
下
さ
1

せ
る
、

共
鹿
匠
封
建
的
色
彩
を
も
ワ
た
地
代
形
態
中
小
作
闘
係
部
生
れ
る
ロ

ζ

白

考
え
は
「
封
建
的
色
彩
は
、
む
し
ろ
高
串
小
作
用
由
緒
呆
で
あ
っ
て
、
そ

申
原
因
で
は
な
い
己
主
い
う
大
内
氏
自
言
葉
に
は
也
き
り
現
わ
さ
れ
て

い
る
.
生
き
た
歴
且
的
世
舎
を
分
析
し
す
て
い
る
わ
れ

1
、
は
、
と
申
原
因

と
結
果
と
の
形
式
論
的
な
偉
い
わ
け
を
甚
だ
寄
異
に
感
ヒ
る
目
だ
が
、
要

す
る
医
、

ζ

h

k
一
市
さ
れ
て
い
る
大
内
氏
自
主
張
を
つ

y

b
て
与
れ
ほ
、

「
封
建
的
色
彩
」
は
担
去
か
ら
う
け
つ
が
れ
た
も
O
で
な
〈
、
封
建
祉
曾
由

崩
壊
白
後
K
生
れ
た
過
小
農
(
そ
れ
は
近
代
的
な
も
の
で
も
な
い
炉
封
建

的
な
も
の
で
も
な
い
)
に
Z
っ
と
新
に
作
り
田
町
付
売
も
白
で
あ
る
'
と
い

う
と
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
併
し
大
内
民
が
も
し
「
産
業
費
本
の
未
熟
さ
が
農

民
の
完
全
な
プ
ロ

ν
a
'
P
ア
化
を
含
ま
た
げ
た
」
事
貨
を
認
め
る
な

b
ぼ、

何
故
ぽ
そ
町
同
ヒ
事
賓
が
農
民
を
封
建
的
土
地
所
有
主

p
完
全
に
僻
放
さ

れ
る
と
ル
」
を
阻
止
し
、
農
村
医
於
け
る
封
建
的
隷
使
関
係
宇
い
わ
ゆ
る

「
経
済
升
的
調
制
L

隼
を
持
績
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
た
ζ

ー
と
を
認
晶
古
川
V
D

a
M
O

極
言
す
れ
ば
、
明
柏
町
欝
草
に
よ
っ
て
封
建
制
工
明
解
放
さ
れ
た
も

り
は
地
主
の
み
で
あ

p
、
庚
汎
な
小
作
人
暦
貧
農
居
は
な
お
封
建
的
な
競

属
を
強
い
ら
れ
宮
る
を
持
な
か
っ
た
と
い
う

ζ
ι
が
向
車
る
。
即
ち
地
主

は
土
地
質
買

m
自
由
、
土
地
置
上
げ
申
自
由
、
小
作
閥
保
理
更
の
自
由
に

よ
っ
て
小
作
人
去
り
固
定
的
立
封
建
的
関
係
か
ら
容
易
に
解
放
さ
れ
る
こ

・
と
が
出
来
た
aw

併
し
反
獣
医
小
作
人
民
主
ワ
て
は
、
先
K
m
ぺ
た
産
業
費

. L 



本
町
末
園
間
性
、
勢
働
市
場
町
狭
陸
路

C
K
め
に
、
と
の
地
主
回
自
由
は
先

業
主
餓
餓
由
自
由
ep
意
味

L
、
酬
明
っ
て
膏
富
市
主
習
の
封
建
的
隷
使
関
係
を

受
け
入
れ
、
或
は
む
し
ろ
そ
れ
を
得
ー
と
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

ζ

お
に
「
組

済
的
強
制
」
ル
』
「
艇
済
升
的
強
制
」
と
の
微
妙
な
つ
な
が
り
酎
同
月

ιれ
る
。

封
建
的
な
接
属
関
係
部
資
本
主
義
舵
曾
の
競
争
の
盤
力
に
よ
っ
て
顕
化
さ

れ
た
例
は
、
吾
闘
に
は
賃
陀
多
い
.
と
の
意
味

e資
本
主
義
は
吾
園
町
民

畢
陀
脅
し
て
特
に
農
民
陀
劃
し
て
解
放
を
も
た
ら
し
た
よ
習
も
、
隷
属
を

も
た
ら
し
た
白
で
あ
る
。
封
建
制
&
安
協
せ
る
晋
園
町
紹
劃
主
義
は
、
費

本
主
畿
の
と
う
い
ち
面
の
与
を
取
上
げ
た
の
で
あ
る
.
過
小
農
制
町
問
題

は
主
に
ζ
A
J

い
う
金
檀
的
な
開
聯
陀
於
て
理
解
さ
る
ペ
き
も
の
だ
ろ
う
.

そ
う
だ

k
す
れ
ほ
、
酒
小
農
や
或
は
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
「
封
建
的
色
彩
」

位
、
封
建
制
左
目
つ
な
が
習
を
‘
一
た
ん
た
ち
き

b
h
て
そ
申
後
改
め
て

「
費
木
主
識
の
棉
過
程
」
か
ち
必
志
向
さ
れ
て
深
夜
、
と
い
う
工
う
な
も
の
で

は
な
し
陀
、
封
建
世
骨
よ
切
費
本
主
義
社
骨
川
種
々
な
る
歯
容
を
う
け
乍

ち
も
ま
菅
れ
巴
ん
で
い
否
封
建
的
支
聞
と
封
建
的
土
地
所
有
そ
白
も
の
に

よ
っ
て
支
え

b
れ
て
い
る
自
で
は
な
か
る
ち
か
-
わ
れ

1
¥
が
封
建
的
支

配
左
品
所
有
と
忠
一
再
ふ
場
合
、
車
に
制
度
的
恥
も
の
で
位
在

L
K、
あ
〈

，
ま
で
賞
質
的
な
意
味
に
考
へ
て
い
る
町
で
あ
る
。
封
建
制
度
が
明
治
維
新

民
主
っ
て
解
消
し
た
と
い
う
回
で
間
話
に
な
ち
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
封

建
的
支
配
や
所
有
の
存
績
が
全

f
否
定
さ

h
る
り
な

b
守
封
建
的
な
も
白

怯
何
か
も
や

1
¥
し
た
「
封
建
的
色
彩
」
陀
限
定
点
れ
ざ
る
を
得
な
い
a

ζ
れ
は
封
建
的
な
る
も
町
を
農
民
の
感
惜
中
惇
統
に
求
b
ら
#
る
宇
野
弘

弗
同
研
究
|
大
内
力
民
「
過
小
農
制
度
主
日
本
資
本
主
議
」

l

藤
氏
自
主
張
(
我
山
田
岡
農
村
由
封
建
性
、
改
造
、
昭
和
二
+
一
年
五

E
V

陀
甚
宮
廷
い
。
併
し
封
建
的
な
感
情
中
俸
続
が
帯
在
ず
る
&
い
う
と
と
は

そ
う
い
う
も
の
が
官
陀
浮
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
感
情
と
停

統
唱
と
を
身
に
つ
け
た
人
聞
が
生
活
し
、
行
動

L
、
支
配
し
、
隷
属
し
て
い

る
と
と
だ
と
、
わ
れ

1
¥
は
考
え
る
目
だ
が
.

従
車
「
講
座
訳
」
或
位
そ
白
亜
流
の
使
用
司
た
『
宇
封
建
的
」
「
軍
事

的
」
で
経
済
外
的
現
制
」
主
い
っ
た
よ
う
た
所
謂
「
型
」
と
か
「
範
噂
」
と

か
は
、
そ
昭
中
忙
矛
盾
を
合
事
つ
ゐ
設
展
ず
る
排
謹
措
的
概
念
で
は
な
〈

金
〈
固
定
し
た
形
式
的
概
念
で
あ
づ
た
た
め
臣
、
そ
れ
が
動
き
つ
U
A

あ
る

生
き
た
劃
象
に
諮
問
さ
れ
る
と
、
例
え
問
日
本
資
本
主
義
は
そ
の
護
足
。

時
以
捕
封
建
制
の
下
に
停
滞
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
乙
と
に
な

B
.
或

は
日
本
農
業
に
は
「
設
展
」
は
な
く
「
崩
壌
」
町
み
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

と
み
』
陪
な
る
.
「
労
農
祇
」
の
批
判
は
こ
白
「
購
座
訳
」
の
方
輯
的
課
謬
に
封

ず
る
ア
ン
チ
テ

1
ぜ
'
と
も
考
え

b
れ
る
a

抽
障
に
最
涯
の
大
内
氏
、
宇
野
民

の
論
文
は
、
「
封
建
的
L
と
か
「
極
済
升
的
調
制
」
と
い
う
よ
ゲ
な
乙
と
が
一

種
申
告
冒
棄
の
主
う
に
一
祇
白
聞
で
ふ
胃
宮
わ
さ
れ
、
か
与
る
骨
冒
棄
で

す
ベ
て
の
問
題
が
片
附
け
ち
れ
よ
多
と
す
る
非
科
皐
的
強
度
へ
白
反
撃
だ

k
思
わ
れ
る
a

宇
野
氏
が
井
上
晴
丸
氏
自
批
判
戸
文
化
新
問
、
昭
和
二
十

二
年
一
月
六
日
)
に
舞
え
て
「
抱
済
外
的
強
制
と
い
う
嘗
禁
止
以
て
片
附

け
れ
ば
小
僧
料
由
経
済
事
的
研
究
な

E
は
始
晶
か
ら
問
題
陀
な
り
ま
せ
ん

-
目
革
問
的
研
究
を
標
語
で
見
附
け
る
と
ー
と
は
、
経
済
血
中
を
中
る
者

の
怠
慢
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
〈
文
化
新
閥
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
十
七

静
六
十
一
巻

豆
七

第

腕



共
同
併
宛

l
大
内
方
氏
「
祖
小
農
制
度
ー
と
日
本
質
本
主
義
」
l

日
v
'とし
V

う
て
い
与
れ
る
こ
之
は
正
陀
そ
れ
守
あ
る
・
吾
々
が
い
ま
・
と
り

あ
げ
て
い
る
大
内
氏
自
論
文
宇
宇
野
氏
の
最
近
の
「
所
謂
惚
湾
外
強
制
に

つ
い
て
」
(
思
想
、
昭
和
二
十
二
年
第
一
一
揖
)
み

νう
論
文
な

E
も
、
と
う

い
う
立
場
か

b
白
訴
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
一
も
の
だ
主
恩
わ
れ
る
。
問

題
は
あ
〈
ま
で
科
皐
的
、
経
済
皐
的
陀
控
噴
き
れ
ね
ぽ
な
ら

b
ー
と
机
う
主

張
に
つ
い
て
は
圭
〈
同
感
で
あ
る
。
併
L
「
講
座
祇
」
町
立
場
陪
E
も
か

く
と
し
て
、
わ
れ

1
¥が
「
紳
湾
外
的
強
静
」
の
概
念
を
持
ち
だ
す
の
は

経
済
血
中
以
か
或
は
科
皐
以
外
円
強
制
に
よ
っ
て
問
題
を
片
岡
け
工
う
と
レ
i

て
い
る
の
で
は
な
い
。
絶
封
主
義
白
樺
力
機
構
肝
日
本
資
本
主
義
の
機
構

と
離
れ
が
た

4
棺
び
つ
い
て
い
る
、
或
目
費
本
町
納
行
程
的
媒
介
瞳
ー
と
さ

え
も
な
っ
て
i
い
る
と
す
れ
ば
、
日
本
費
本
主
義
縄
済
円
分
析
を
試
み
る
経

済
皐
者
自
身
一
肝
と
の
絶
輔
副
主
義
の
問
題
を
主
り
あ
げ
る
貯
は
嘗
然
で
は
な

h
b
、
晶
ず
し
も
「
蹄
済
外
的
強
制
」
と
い
う
究
宇
陀
芝
ち
わ
れ
る
晶
要
は

古
い
が
・
か
お
る
檎
カ
C
要
素
は
寸
鯉
湾
躍
中
内
」
の
問
題
苛
あ
る
と
い
え

る
.E
れ
主
皮
劃
に
問
題
目
「
麟
済
皐
的
」
究
明
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
O
横
滑
畢
の
方
法
中
立
場
如
何
で
品
っ
て
民
講
座
概
主
同
様
同
居
せ
る

v
z
マ
を
生
け
る
劃
象
に
「
預
制
』
手
る
棺
呆
民
な

b
な
い
ー
と
も
限
ら
な
い

E
れ
と
そ
「
経
済
皐
外
的
強
制
」
で
あ
る
.
例
え
ぼ
躍
抽
問
且
中
国
カ
テ
ゴ
'
ー

が
「
純
悼
な
」
議
事
主
義
社
舎
を
「
前
提
'
と
し
て
し
惇
り
あ
げ

b
れ
た
も
D
で

あ
っ
た
曹
、
純
牌
な
鰹
油
開
過
程
か
ら
拾
い
上
げ

b
れ
た
り
し
た
‘
も
の
で
あ

色
揚
骨
は
そ
う
い
う
危
険
性
部
あ
る
。
九
町
本
費
本
主
義
組
済
白
賭
問
題
白

第
六
十
一
巻

第

観

E 
F、

一一

です究
ある明
る紹に
。済は
担、

諭そ
是目
白金

聾護
法.，
的動
統的
-に

よと
り ち
なえ
るる
鯉糎
済済
阜県
が事
是左

非乙
左れ
も E
品分
事析

さ
吋
耳
目
立
同
大
内

K
F
E之
、
「
紹
湾
問
吊
的
〕
究
明
の
賀
例
を
見
ょ

う
e

問
題
の
焦
貼
は
高
車
小
作
料
に
品
る
。
大
同
氏
は
高
串
小
作
料
を

「
封
建
的
土
地
所
有
」
や
「
柑
臨
海
外
的
強
制
」
か
ら
読
明
ず
る
仕
方
を
排
し

て
、
己
払
を
「
紐
済
準
的
」
医
解
明
し
工
う
ー
と
す
る
の
で
あ
る
。
而
L
て
そ

れ
は
結
局
日
本
委
本
主
義
の
紬
過
程
払
ら
出
て
来
る
産
業
操
備
軍
的
過
剰

人
口
、
農
柑
に
あ
っ
て
は
週
小
農
の
土
地
を
め
「
る
且
ず
い
、
小
作
料
の
せ

り
あ
げ
、
他
方
で
は
か
A

る
商
事
小
作
料
白
鹿
立
を
許
す
過
小
農
の
低
い

勢
制
力
再
生
産
費
、
即
ち
低
賃
銀
ホ
準
に
蹄
ず
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に

そ
れ
は
費
本
主
義
批
曾
陀
於
け
る
所
得
分
配
の
問
題
な

D
T
あ
る
。
大
内

民
は
高
事
地
代
自
ま
ず
「
極
漕
升
的
強
制
」
に
よ
っ
て
股
草
さ
れ
る
の
で
は

な
〈
‘
む
し
ろ
低
賃
銀
が
基
礎
で
あ
る
と
と
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
所

得
範
鳴
の
成
立
順
位
に
開
ず
る
マ
ル
ク
丸
め
理
簡
を
援
用
す
る
。
マ
ル
タ

ス
に
よ
れ
ば
、
努
賃
、
利
準
担
Z
F
地
品
目
阻
分
割
さ
れ
て
世
〈
藷
商
品
目

債
償
量
問
所
得
副
分
申
栢
謝
的
限
界
を
な
し
、
そ
れ
ん
¥
の
所
得
は
ま
8

た
ζ

の
限
界
内
宅
各
自
の
調
節
的
限
界
を
も
っ
て
い
る
。
と
の
中
勢
質
問

勢
働
力
の
再
生
産
費
曹
と
し
て
陣
界
の
基
礎
を
な
し
、
ま
ず
最
初
阻
決
定
さ

れ
る
。
究
に
枇
合
的
糟
蚕
本
陀
劃
す
る
棉
剰
儀
償
植
の
割
合
と
L
て
平
均

利
潤
車
内
被
っ
て
利
潤
が
決
定
さ
れ
、
最
後
に
と
の
平
均
利
潤
の
成
立
の

結
果
、
倒
値
と
生
産
慣
椅
の
畦
い
蓮
い
白
生
ず
る
・
と
と
る
医
初
め
て
地
代



酔
費
生
す
る
.
だ
か

ι地
代
が
ま
ず
成
立
し
、
そ
れ
が
持
質
や
利
潤
を
規

制
す
る
の
戸
、
は
な
い
左
大
内
氏
は
苦
う
の
で
あ
る
。
併
し
こ
う
い
う
マ
ル

ク
ス
の
理
論
を
と

A
T
型
燕
持
ち
出
す
と
主
自
慢
が
甚
だ
h

刊
か

t
い
の
で

あ
る
。
一
睡
マ
ル
ク
ス
は

rう
い
う
個
所
で
そ
田
よ
う
な
と
正
を
一
宮
っ
て

い
る
の
か
。
そ
れ
は
警
本
論
、
第
三
巻
町
第
七
欄
「
荷
所
得
及
閉
そ
の
源

奥
」
陀
於
て
ピ
あ
る
が
、
乙
ム
で
マ
ル
ク
ス
は
資
本
主
義
世
舎
の
競
争
に

よ
っ
て
「
費
本

1
利
潤
、
土
地

l
地
代
、
勢
働

l
努
謀
」
と
い
う
三
位
一

睡
的
金
式
部
、
費
本
主
義
世
曾
陀
特
有
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
部
品
仕
干
る
と
と

を
〈
り
か
え

l
撞
ペ
て
い
る
の
で
あ
る
.
と
A

で
マ
ル
ク
ス
の
所
得
成
主
1

1

の
同
位
に
闘
す
る
理
論
も
、
費
本
主
義
一
位
昔
、
と
費
本
主
義
的
競
争
を
前
提

主
ず
る
も
の
で
あ
り
、
又
コ
一
種
目
所
得
を
枚
出
る
階
級
、
珠
に
イ
ギ

9
ス

内
如
き
費
ー
一
E

主
義
的
借
地
農
を
前
提
1
ζ

ず
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
明
か

で
あ
る
.
と
う
い
ろ
安
本
主
義
祉
舎
を
前
提
司
と
す
る
理
論
部
、
歴
史
的
聯

闘
を
無
調
L
、
百
本
費
平
主
義
一
世
骨
〉
」
封
唾
一
昨
曹
と
町
つ
な
が
り
を
た
ち

き
っ
て
需
品
持
ち
だ
さ
れ
る
ー
と
い
ろ
と
王
位
、
「
糎
博
外
的
強
制
」
を
否
定

す
る
た
め
陪
「
紐
済
撃
外
的
強
制
」
を
用
い
た
'
と
い
う
よ
り
阻
か
は
な
い
。

乙
A

で
と
と
わ
っ
て
お
〈
由
、
わ
れ

1
¥も
産
業
臨
時
備
軍
的
過
剰
人
口

と
L
て
の
遁
小
農
内
競
宇
陀
よ
っ
て
小
作
閥
俸
が
つ
ね
陀
医
遁
を
う
け
て

い
"
。
己
主
を
否
買
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

L
て
そ
れ
が
買
高
串
地
代
目

的
制
有
力
佐
原
闘
に
な
っ
て
い
る
ζ
と
を
も
否
定
才
る
も
』
で
仕
な
い
。
併
し

過
剰
人
口
と
か
低
賃
観
ξ

札
仰
の
量
的
な
カ
テ

f'ー
か
ち
高
車
地
代
査
官
『

明
ず
る
の
が
唯
一
の
極
済
準
的
解
明
で
な
や
と
と
、
高
串
地
代
の
中
陀
告

非
同
研
究

l
式
内
力
氏
「
過
小
島
制
度
主
日
本
費
本
主
義
」
|

宮
れ
て
い
る
歴
且
的
な
も
の
、
質
的
な
も
D

D
分
析
も
ま
た
同
様
に
路
湾

問
申
の
課
題
で
あ
る
と
ー
と
を
わ
れ

1
¥
は
特
に
指
摘
L
た
い
。
わ
れ

1
¥が

さ
き
に
伺
本
安
本
主
義
の
問
題
を
取
扱
う
陀
ず
い
て
、
極
評
盟
諸
1
ζ

経
済

史
皐
正
の
統
一
円
必
要
で
あ
る
と

E
を
述
べ
た
の
は
一
也
に
と
の
貼
に
闘
L

て
ピ
あ
る

.

-

d

.
一
償
菩
閣
の
農
村
陀
封
建
制
が
残
害
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
ろ
と
と

は
車
な
る
皐
者
の
論
争
に
よ
っ
て
立
は
な
し
に
、
む
し
ろ
費
践
に
よ
っ
て

明
か
目
さ
れ
る
で
あ
ち
え
そ

?
i
Z宜
事
前
費
本
主
義
改
造
の
一

環
と
し
て
農
村
民
主
問
の
課
題
が
敗
職
阻
ま
っ
て
始
め
て
丹
か

ι押
し
つ

け
ら
れ
た
と
い
草
乙
反
自
睡
出
、
農
村
の
封
建
的
遺
制
は
日
本
の
紐
需
主

義
阻
ま
も
ら
れ
つ
A

容
易
な
ら
ぬ
揖
頚
き
で
子
摘
し
一
し
い
た
と

h
う
事
買

の
賢
明
で
あ
る
。
見
職
後
農
村
町
民
主
化
中
土
地
制
度
の
改
草
ー
と
い
う
賀

践
的
要
司
求
に
即
廊

L
て
、
農
村
封
建
制
の
賞
曲
闘
が
改
め
て
調
査
報
告
さ
れ

批
判
さ
れ
、
反
省
さ
れ
始
め
て
い
る
。
我
妻
東
築
博
士
の
「
日
本
農
業
民
主

化
論
斗
は
こ
う
し
た
要
求
陀
基
警
部
搭
ー
と
い
う
封
建
的
文
問
機
構
の
中
に

於
け
主
過
小
農
の
讃
を
戸
ツ
キ
リ
描
き
出
し
て
い
る
白
「
部
落
は
ζ

れ
を

定
義
的
に
い
え
ぽ
、
形
式
的
に
は
、
部
落
民
が
長
期
に
瓦
っ
て
耕
地
正
住

居
'
と
を
相
碑
L
て
生
産
担
よ
民
生
活

E
俸
む
と
ー
と
に
根
援
を
も
っ
地
縁
的

停
統
的
共
同
枇
骨
で
あ
る
が
円
容
的
に
位
、
生
陸
お
よ
び
生
活
に
闘
L
て

極
少
数
回
地
主
が
多
数
の
過
小
農
と
保
護
服
従
の
闘
部
陀
立
ち
、
ま
た
極

9
数
の
地
主
主
鶴
り
多
〈
な
い
小
農
唱
と
が
指
導
被
指
樽
町
商
係
に
立
ち
、

更
に
伊
数
百
小
屋
が
多
数
の
担
小
農
と
指
導
、
被
指
導
の
閣
僚
に
立
っ
と

?」ム →一一ノ ムーι二

静
六
十
一
巻
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共
同
研
究

l
大
内
力
氏
「
題
小
農
制
度
k
日
本
費
本
主
義
」

l

と
ろ
円
程
静
枇
骨
で
あ
る
と
い
う
ζ

左
前
回
来
る
.
.
 ，
，
部
落
に
は
今
日

な
和
本
家
分
家
、
親
方
子
方
、
且
那
・
大
家
・
小
前
な
ど
白
封
建
的
な
身

td

分
関
係
が
痩
啓
し
て
い
る
。
こ
の
調
係
は
東
北
北
陸
畢
の
遅
れ
た
農
村
で

は
今
目
立
和
封
建
時
代
そ
の
ま
A

由
、
か
な
り
融
持
な
身
分
的
階
暦
関
係

K
L
て
残
っ
て
い
る
が
、
関
西
、
聞
東
宰
の
褒
撞
し
た
農
村
で
位
既
に
宅

れ
は
品
な
り
緩
和
さ
れ
て
稀
薄
に
な
っ
て
い
る
.
し
か
し
部
落
第
一
の
大

地
主
を
且
部
正
呼
刊
日
、
且
那
の
薄
扉
た
る
小
地
主
申
富
農
轄
を
親
方
又
拡

大
家
主
一
再
い
、
小
伸
小
農
喝
、
過
小
島
を
子
方
又
は
小
前
と
呼
ん
で
、
身
分

上
旬
差
別
持
置
を
し
て
い
る
こ
主
は
金
同
時
ん
ど
そ
の
撲
を
』
陀
し
て
い

る
。
」
〈
前
掲
害
、
一
一
七

l
ニ
八
頁
)
乙
の
引
用
京
に
よ
つ
で
も
遁
小
農
陪

ま
つ
わ
る
「
封
強
的
色
彩
L

を
被
轄
の
「
競
手
」
か
ら
琵
生
し
た
後
天
的

な
も
の
ξ
考
え
る
と
色
町
、
如
何
医
課
切
で
あ
る
か
明
か
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
ば
か
習
で
は
な
〈
、
地
主
的
所
有
を
背
景
に
持
つ
封
建
的
勢
力
は
、
部

落
、
農
村
、
更
民
地
方
回
世
の
行
融
機
構
陀
也
、
農
業
曾
、
農
事
賀
行
紅

合
帯
四
農
事
指
導
圏
艦
に
も
、
夏
目
青
年
圏
、
警
防
圏
轄
に
も
足
場
を
持

ち
、
小
作
人
の
み
な
ら

f
過
小
農
全
世
忙
劃
す
る
支
配
植
を
握

p
、
小
作

料
の
牧
取
町
み
な

ι干
米
の
冊
出
の
割
首
位
干
に
も
費
官
樺
を
も
っ
て
い

る
。
既
に
述
べ
た

Z
う
に
、
と
う
し
た
官
僚
的
支
配
主
一
封
建
的
支
配
唱
と
の

か
b
h
O
A
甘
い
は
、
明
治
以
車
吾
国
農
村
町
特
色
で
あ
ワ
た
が
、
職
時
中
に

は
米
自
供
出
に
部
落
相
織
を
利
用
す
る
と
い
う
よ
ろ
な
形
で
、
再
び
明
る

み
に
出
さ
れ
て
い
る
白
で
あ
る
。

官
僚
的
、
封
建
的
支
配
に
よ
っ
て
、
が
ん
哲
部

b
品
医
さ
れ
て
い
る
語

第
六
十
↓
巻

回

第
二
親

O 

小
島
を
解
放
す
る
ζ

ー
と
は
、
首
置
の
民
主
革
命
白
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

担
論
過
小
農
の
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
片
附
ト
な
い
で
あ
ろ
う
e

併
し
そ

う
だ
か
ち
と
い
ヨ
て
大
同
氏
的
よ
う
に
、

ζ

の
産
業
革
命
の
意
義
を
過
小

野
慎
l
、
「
資
本
主
義
経
済
回
全
機
構
」
'
と
い
う
い
ω
う
な
k
乙
ろ
へ
問
題
を

そ
ら
せ
る
の
は
罷
り
で
あ
る
.
む
し
ろ
再
々
は
典
え
ち
れ
た
土
地
政
草
、

農
村
民
主
位
の
課
題
の
解
決
を
主
櫨
的
に
押
蓮
め
て
酔
〈
と
と
が
、
ま
た

日
本
資
本
主
義
の
全
機
構
の
改
革
に
も
つ

b
な
る
現
寅
的
な
遭
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
あ
る
e

大
内
氏
自
責
践
的
立
場
町
拍
象
怯
は
、
共
同
研
究
官
、

で
も
問
題
に
さ
れ
、
批
判
さ
れ
た
。
以
下
、
特
に
山
岡
君
の
批
判
を
掲
げ

る。

零

温
小
農
制
。
解
消
は
不
可
快
の
前
提

寸
大
内
氏
は
日
本
民
主
化
に
は
、

で
あ
る
け
札

t
も
、
過
小
農
制
の
解
消
は
封
建
的
土
地
制
度
の
排
除
の
み
'

で
は
不
可
龍
と
せ
ら
れ
、
従
っ
て
平
に
地
主
小
作
闘
保
の
み
を
調
整
し
よ

う
と
す
る
の
棋
で
温
小
農
制
そ
D
も
白
陀
は
ふ
れ
な
い
の
み
か
却
っ
て
こ
一

れ
を
現
化
し
よ
う
・
と
す
る
現
政
府
の
農
地
改
革
は
、
揖
ギ
的
に
課
謬
と
考

え
ら
れ
、
更
に
常
面
す
る
草
骨
を
日
本
の
、
と
〈
に
農
村
の
封
建
制
を
排

除
す
る
た
め
回
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
革
命
と
規
定
す
る
と
と
の
誤
謬
を
も
明

か
な
る
も
の
と
噌
え
る
れ
て
h
f
る
よ
う
で
あ
る
。
併
し
な
が

b
遁
去
の
過

大
な
小
作
科
目
V

か
な
り
白
程
度
目
引
下
げ
は
可
能
で
も
あ
り
、
そ
れ
主
目

土
地
費
本
利
子
白
低
落
を
も
導
回
せ
ち
れ
得
る
持
5
あ
る
。
即
ち
温
小
農

制
と
相
主
規
定
的
な
る
一
方
の
封
建
的
小
作
料
の
引
下
げ
は
必
至
な
の
で

あ
っ
て
、
も
し
人
目
可
能
目
見
透
じ
あ
る
問
題
を
自
己
の
問
題
・
と
し
て
取



上
げ
る
4
き
7
b
る
ー
と
す
れ
ば
、
萄
勢
力
の
徹
底
的
な
る
排
除
ζ

そ
が
皆

商
の
問
題
で
あ
り
〈
こ
の
こ
と
さ
え
聯
合
閣
の
指
導
な
〈
で
は
不
可
能
で

あ
ヲ
た
で
あ
ろ
ろ
)
、
今
た
X
ち
陪
日
本
費
本
主
義
の
構
撞
の
四
国
草
を
寅

現
ず
る
正
い
う
主
う
な
己
と
は
、
一
つ
申
飛
躍
で
あ
る

k
考
え

b
れ
る
.

で
き
ぬ
と
と
を
や
ろ
う
と
す
る
事
口
、
そ
こ
に
何
等
か
目
安
協
が
用
意
せ

ιれ
て
い
る
も
の
と
見
忘
れ
る
の
で
あ
る
，
堕
す
る
に
封
建
的
遺
物
を
如

何
に
評
償
す
る
か
の
一
貼
に
か

a
っ
て
い
る
。
日
本
に
於
け
る
金
融
資
本

ー
と
鱈
ぽ
っ
た
地
主
的
勢
力
を
、
人
中
も
宵
過
小
評
慢
す
る
と
と
は
許
さ
れ
な

い
。
日
本
実
本
主
義
町
構
造
的
欝
車
位
地
主
的
士
「
地
所
有
申
祖
存
の
上
に

成
就
し
得
ぎ
る
乙
と
は
寄
人
の
肝
銘
す
べ
き
主
乙
ろ
で
あ
る
1
」

結
劃
主
事
k
封
建
的
建
制
の
重
荷
量
せ
拘
っ
て
い
る
日
本
資
本
主
義
を

「
封
建
制
」
和
「
費
本
制
」
か
の
何
件
か
一
方
の
カ
テ
ず

η
'
1
へ
ふ
る
い
分

け
る
と
止
が
摂
謬
で
あ
る
冒
と
同
じ
よ
う
に
、
営
冒
の
責
閥
的
課
題
を
「
資

本
主
義
か
配
合
主
義
か
」
叩
テ

l
d
z
に
よ
っ
て
禄
定
し
て

L
ま
う
こ
と
も

誤
謬
で
あ
ろ
う
。
(
島
〉

〆

， 

品

共
同
僻
究

i
大
内
力
氏
弔
問
叫
小
農
制
度
k
日
本
費
本
主
議
」

l




